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世界禁煙デー・禁煙週間 をご存知ですか？

「世界禁煙デー」と「禁煙週間」について
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世界保健機関（WHO）で決議を行い、平成元年から5月31日を「世界禁煙デー」と定
めました。喫煙しないことが一般的な社会習慣になることを目指しています。
厚生労働省においても、平成4年から「世界禁煙デー」に始まる1週間（5月31日から
6月6日）を「禁煙週間」と定め、禁煙・受動喫煙防止の啓発活動を行っています。

飲食店・職場等の「原則屋内禁煙」が義務化されました！

望まない受動喫煙の防止を目的に、2020年4月1日に改正健康増進法が全面施行され、
原則屋内禁煙がルールとなりました。原則屋内禁煙義務化の他にも、次のようなルー
ルが定められています。

喫煙するとどうなるの？

たばこの煙には5,300種類以上の化学物質が含まれ、発がん性があると
報告されている物質が約70種類存在しています。また、加熱式たばこにお
いてもニコチン等の有害物質が多く含まれています。

特に未成年者の喫煙は、成長に悪い影響を与えるほか、持久力の低下をもたらします。
たばこを吸い始めた年齢が若いほどニコチン依存にもなりやすく、がんや心臓病などの
危険度も高まります。

喫煙を続けることで、COPD（慢性閉塞性肺疾患）や気管支炎などの呼吸器系の病気、
胃潰瘍や十二指腸潰瘍などの胃腸の病気、歯周病、糖尿病などにかかりやすくなります。
また、動脈硬化の進行を早める働きもあるため、狭心症や心筋梗塞、脳卒中など、心臓
や血管に関わる病気の死亡の危険度を引き上げます。

野田健康づくり協議会（事務局：千葉県野田保健所）



これを機に「禁煙」してみませんか？

「禁煙」に遅すぎることはありません。
たばこをやめれば、こんなにいいことが待っています！

出典：公益社団法人千葉県医師会発行「ミレニアム第72号（2020春号）」

たばこから卒業しましょう

禁煙治療や禁煙補助剤を利用すると、比較的楽に禁煙しやすい
ことがわかっています。最近では、一定の条件を満たせば禁煙治
療には健康保険が適用するようになりました。
気軽に始められる禁煙方法もありますので、ご本人やご家族等

の禁煙にお悩みの方は、是非ご検討ください。

⇒千葉県内の禁煙治療に保険が使える医療機関
http://www.kinen-map.jp/hoken/list.php?pref_id=12（一般社団法人日本禁煙学会HP）
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